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3)長岡赤十字病院泌尿器車射こお繰る腹腔鏡 手

術
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長岡赤十字病院泌尿器科におし､て副腎摘出術Jl例.腎

摘出術2例,精索静脈癒板治術9例の計15例の腹腔鏡手

術を施行 した.副腎は4例ともアル ドステロン症であっ

たが,うち1例で術後 MRSA感染症が起きた.150cm,

60短 と小太りの女性で,左腺腫の摘出に6時間33分か

かったが,翌日39.2℃の発熱がみられ 術後4日目に

は ドレ-ソより膿が排出 し,細菌培養で MRSAが検

出きれた. ドレ-ソの径を大きくするとともに,位置を

改善し,ポビドンヨ- ドによる1日2回の洗浄,抗生剤

投与を併用 して治癒 した,腎摘出術は水腎症から萎縮腎

になった2例に施行したが,うち1例は右精巣静脈を切っ

て出血 し,開腹になった.精索静脈癌では大きな トラブ

ルはなかったが,穿刺針が入りにくくオ…プソラバロに

なった症例が9例中3例にみられた.
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1991年2月より1993年6月までに,31例をこ対 し腹腔

鏡手術を施行 した.男性23例豪儀 呂例で年齢は3から69

読 (平均 30.5歳)であった.内訳注,混合型性腺異常

発生疫に対する性腺生検 1例,停留構厳の検索9例,騎

乗静脈癖に対する内輪血管のクリッピング8例,前立腺

痛に対する骨盤内リンパ節郭清3例さ副腎腫轟に対する

副腎摘除術10例であった.いずれの症例も目標を達する

ことができた.合併症としては,副腎摘除術の際の止血

困難な静脈性出血 ユ例と,骨盤内リンパ節郭清の際の潜

航損傷1例があり,いずれも開放性に修復した｡勉には

皮下気腫2例と頭痛1例が認められたが,いずれも保存

的に対処し消失 した.
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51Cushilュg症候群に対する根性鏡下副腎摘出術
-ultrasonicaspiratorC7)f吏桐に-㌔)いて-

今井 智之･郷 秀人
米山 健忘 ･筒井 寿基
武田 正之･佐藤昭太郎 (新潟大学泌尿器科)

新潟大学では 1992年1月17日,初めて腹腔鏡下副腎

摘出術を行って以来現在まで17例に対して行い,うちグッ
シンダ症駿群は3例である.タッシソダ症綴群では副腎

腺腫が脂肪の率に埋もれて存在 しやすく,また大きめで

柔らかく脆い.このため腹腔鏡下で腺魔を脂肪塊の中か

ら農いだし,他と分けるのはかなり習熟を要する.今回

起首波外科開吸引装置を使用したところ.脂肪のんが吸

引され副腎静脈などの血管や副腎腺種をきれし､に諾出す

ることが可能であった.ただし,1.従来の凝固切開よ

り時間がかかる.2,濯洗液の流出と吸引とのバランス

が難 しく術野を確保 しにくい.3.プロ-ベ先端から脂

肪の破片が飛び散り,内祝級に付着して視野を悪くする.

･1.手術台上JIspaghettisyndromeの助長などの問題

点があった,
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1)抑 うつ状態と痴呆 様認知障害 を皇 し た 老 年

期症例の1年操転 帰 をこついて
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【目的】本格的な高齢 化社会を迎え,我々が遭遇する
代表的な老年期精神障害 に抑 ･-1つ状態 と痴呆がある.そ
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こで我々は,痴呆梯認知障害と抑 うつ状態を合併 Lた老

年期症例に焦点をあて,その臨床特徴と経過, 1年後の

診断を検討 し老年期うつ病と痴呆との関連を探った.

【対象と方法】対象は,1989年から5年間に新潟大学

医学部附属病院精神科に入院 した60歳最上のすべての患

う つ 病 エピソ--ドを満た していた亜名である.調査はÅ

院 お よび外来診療録に基-武､て潮及的をこ行い,症例の臨

床特級と背贋因子など全20項 目について調逢 した.

E結果】全症例服名車経過をとお して痴呆梯認知障害

を早した症例は16名 (こ339p.I)であ･､た.1紳畔う経過を抑

うつ気分と痴呆様認知障害の出現する時間的関係かど)3

様認知障害を発現)5例 ほ1%), Ⅲ型 (痴呆榛認知障

告か⊥'-始 ま･r日印･--㍗ ,気分を発現1 3例 (19001, m堅

く両者がほぼ同時に発現)呂例 (50%)であった. 豆年

後の診断で痴呆と確窪 した殿は,経過 Ⅰ型すべて け ル

リ′＼仁.I-･-病:1名､Itn管性痴丈2名､進行性核 L..蘇峰 l

名)(I)Lilt･12T.(16名車75001だ一∵守二/)Li,経過型と.痴某概

塾との間に有意な開榛はみられなかった,一方経過 成型

すべてとM型 1名Lr)lAiト1名 (1(i名小1)5001は1牛後症状

を認めずす狭凝の仮性痴呆と考えられた,痴呆群と仮性

痴呆群を比較すると,性比は痴呆群をこ男性が多く (p≪

.05),Å院時齢膝眠障害と両親いずれかとの学期離別が

仮性痴呆群に多い傾向 (p<,10)が認められた. また

堂16症例に革質兆綴,身体合併症,感情障害の既往歴が

高率に認められ キーパーソンとしては配偶者が多かっ

た書具体的な症例分析からはき痴呆の可能性を念頭をこお

きつつも, うつ病の治療を試みる必要性が掬摘 きれた.

【結論】 ;)一一,病へ-ヒ､ノ- 卜 LIClTlO)に.い:,60歳1.人卜

の入院患者亜名取 痴呆様認知障害を認めた瑚 ま16名だっ

たゥ この うち入院 1年後転鱒が痴呆であったのはユ2塞

く16名車75%)であり,残 りの4名が狭義の うり病性仮

性痴呆と考えられた.痴呆群と仮性痴呆群の間では,痴

呆群に男性が多く含まれていた.心理封二会的因子とLて

仮性痴呆群に早期離別体験が多かった.症状経過からは,

抑うつ気分を最初から示 Lていた症例の方が痴呆の転帰

を取 りやす く,痴呆接認知障害で初発 した症例の方に狭

義のうり病性仮性痴呆が多 く含まれていた.現時点では

横断的な病魔や背景因子から老年期 うつ病と痴呆の抑 う

つ状腰を鑑別するのは困難な場合がある.従って老年期

抑 うつ状態の治療にあたっては,転帰として痴呆の可能

性を念頭におきながら抗 うつ薬を中心とした治療を行い,

患者の身体合併症や環境変化に配慮 して多感的な治療的

関を-を行 う必要がある.

2)老年期棟病 と ｢誘因 ｣
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老年期の鋒病に対する関心は,老年期のうつ病に比べ

ると低い.したがって老年期裸病における若年性発症と

遅発性発症との差異に関する知見もまだ少ない.蜜た老

年期燥病では, しば しば身体疾患や脳器質障害を合併 し,

発症との関係が問題となる.今回,我々の経験 した老年

期麟病を対象をこ,その病棟と発症過程について検討を行っ

た.

E対象3郁歳以後初発の遅発性裸病の6名 (男3名,

女3名)を対象とし いずれも次の3項 目を満たLてい

ら.① 初めての錬病相により当科愛執 ② それ以前に

明らかなうつ病緒の既往や治療歴はない,③ DSM-夏日-

R の蝉病エビソーードの基準A-Eを満たす (基準Fの

終審因子の除外項 目は除 く).

【病像に-,L､て】

H 裸病発症時の年齢は60-76歳であ-)た.

2) 明らかな感情障害の家族歴は ま例にのみ認めた.

3) 病前性格は執斎性格を中心をこ,弱封性-陰気なメ

Iiン二gり1-型に傾 くE･単桁 力作-陽気左-∵ニ-･f伸二快 く

FTlかjl1､-1庸二.

4) 錬病発症に前駆する嶺週間をこ,最大な生活との出

来事を3例 (新規事業の認可,束の浮気 義母の死)紘,

呼吸器系疾患 (肺風 上気遣灸,嘱息)を5例をこ認めた.

5) 頚部 CT や脳波に異常所見を示す例 もあったか,
錬病発症との関係は明らかをこできなかった,

6) 棟病欄は,明らかな幻覚や意識障害を伴わず,氏

較的少農の抗精神病薬や炭酸 リチウムの投与により3-

まO週間で軽快L,慢性化や遷延化は示 さなかった.

7) 十分な経過観察は行っていないが,概 して病相の

再発傾向は少ない印象であった.

【発症過程について】従来の櫓神障害の分額として内

田,身体開,心因という分け方がよく用いられてきた,

今凱 操 うつ病は単極型と双極塾に2大別される方向に

あるが,ことに単極型うつ病では,心理的誘因の有無に

より内因性-反応性と対立的に二分する意義は薄れ 両

者の相互関係が慶祝されている.素因の関与がより大き

いと考えられる双極性障害においても,発症の誘因をこラ

イフイベントが認められることが報告 されている.とこ


